
◆自分の足で幸せな人生を歩む女性
がぶつかる結婚の課題

※”１全く当てはまらない“から”７よく当てはまる”まで

の７件法で尋ねた

女性は「自由の制約」「性別分業」の平

均値が高く、男性以上に、結婚を大変な

ものととらえています。

また結婚意欲を分析したところ、男女

とも、結婚をできればしたい、絶対したい

と積極的な人は６割程度で、４割の人は、

するつもりはない、したくない、どちらでも

いい、と消極的でした。日ごろ学生と接

する中での感触を裏付ける結果といえま

す。

その昔、「適齢期がくれば、結婚するの

が当たり前」と考えていた時代には多少

のことがあっても「結婚すること」が優先さ

れました。しかし、「する」か「しない」かを

選べる時代になると、自分にとってどん

な生き方が幸せなのかを、よく考えるよう

になります。その結果、結婚しても大変さ

が勝ると考えれば、「どうしても結婚した

いほどでもない」と思い至るのは自然なこ

とと言えます。

これまで、人々がこぞって結婚してきた

のには、女性にはまともな職が少なく、一

人で食べていくのが大変、男性は家事

ができないし、家やお墓を継ぐのには子

どもが必要だった、という背景があります。

しかし現代は、女性もしっかりとした職に

就くことができ、経済的に男性に依存す

る必要がありません。便利な家電製品の

登場で家事は簡単、デパ地下やコンビ
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心理学から見る、令和の若者の結婚観
未婚率の増加が止まらないワケ

◆３つのイメージから探る、若者の
結婚観
ことし２月、全国の25～39歳の未婚者

960名を対象に、結婚のイメージに関す

る調査を行いました。その結果、結婚の

イメージはプラスの側面である「幸せな

生活」、経済的・心理的な制約が生まれ

るというマイナス面の「自由の制約」、そ

して、男性は稼ぎ手、女性は家事育児の

担い手の責任が期待されるという「性別

分業」の３つに分類ができました。

これらを比較したとき、高い平均値を示

したのは、「自由の制約」です。

◆はじめに
令和元年の平均初婚年齢は男性31.2

歳、女性29.6歳に上昇し「一生結婚する

つもりはない」未婚者（18～34歳）の割合

は、男性17.3％、女性14.6％と、過去最

高に達しています。一方、「いずれ結婚

するつもり」の未婚者は減少傾向ながら

も、男性81.4％、女性84.3％と依然高い

水準にあります。 *

恋愛や結婚に積極的ではない男性を

指す“草食系男子”という言葉を聞いて

久しいですが、いずれの回答にも男女の

顕著な差はなく、若者の結婚観をその言

葉でくくることには疑問符が付きそうです。

とはいえ、「何が何でも結婚したい」と答

える若者は減少し「結婚してもしなくても、

どちらでもいい」と考える人が増えている

と、私自身も学生と接するなかで感じて

います。いまや、結婚「する」「しない」は

個人の選択で、生き方の問題として捉え

られるようになっています。

このレターでは、こうした未婚者の結婚

観や結婚行動の変化について、私の最

新の調査結果をもとに紹介します。

二の登場でご飯も困らなくなると、男女と

も結婚の必要性が薄くなったのです。

しかし一方で、結婚生活の中身はあま

り変わっていません。イクメンが増えても、

子どもの病気で仕事を休むのは女性が

多いし、夫の転勤についていくには女性

がキャリアを諦めることになります。

“婚活”の言葉の生みの親である、社会

学者の山田昌弘先生は、女性の結婚を

「生まれ変わるようなもの」と、言います。

女性は結婚した相手によって、人生も変

わることを指したものですが、私の研究

では専門的な仕事に就く女性ほど、「い

かに自分の人生を変えずに生きていく

か」を重視する傾向にあります。

彼女らは小さい頃から勉強に励み、大

学、大学院と進み、資格を取り、現場に

出てキャリアを築きます。これを結婚や子

育てによって手放したり、中断したりする

ことは大きな決断です。一方で、専門的

な仕事にやりがいを感じていても、かつ

て子育て専業の母親がやってくれたよう

に、自分も子どもに手をかけて育てたい

と考えるなど子育ては変えたくない女性

が多いのです。

その妥協点として、「資格を取って、２，

３年経験を積んだ後なら子育てで休んで

も大丈夫。結婚と子どもはそれから」と考

えると、あっという間に30歳近くになって

しまいます。

◆「結婚によって生き方を縛られた
くない」男性は結婚意欲が徐々に低
下
女性はどの年代でも結婚に対するイメ

ージは変わらないのですが、男性は年

齢が上がるにつれ、「自由の制約」のイメ

ージが強く、「幸せな結婚」のイメージが

弱くなり、結婚に対して悲観的になること

が明らかになりました。この要因として２

つのことが考えられます。【出展】
*人口統計資料集・2021年・国立社会保障・人口問題研究
所



◆「いずれ結婚するつもり」。その
「いずれ」は待っていても来ない
本調査では、「一定の年齢で適当な相

手がいない場合、どうするか」という項目

を用意し、結婚活動への態度を尋ねて

います。

ここでは、

①条件を譲歩変更して範囲を広げる

②紹介や婚活で出会いを増やす

③自然な出会いを待つ

④何もせず成り行きに任せる

⑤生涯独身の心づもりをする

の５つの選択肢から１つを選択してもらい

ました。その結果、「自由の制約」のイメ

ージが強い男女は、「⑤生涯独身の心

づもりをする」の平均値が高くなる傾向が

出ています。

の違いを分析しました。自分と周囲の関
係のとらえ方は大きく２つに分けられます。
１つは、自分の考えや行動は周囲の人
の期待に関係なく自分で決めるのが当
然だという個人主義的考え方です。
もう一方は、自分の考えや行動は周囲

の人が自分に期待することも考え合わせ
て決めるのが当然だという考え方です。
日本や韓国では、後者の考え方が優勢
です。これはもちろん結婚後の関係性に
も当てはまります。晩婚化で、独身生活
を長く謳歌している人にとって、これはか
なり制約を感じることになるでしょう。結婚
すると、大変なことの方が多そうだ、と悲
観的に考える背景には、このような事情
もありました。
つまりここにも、自分の経済や時間を、

誰に気兼ねすることもなく自由に使える
という個人主義的なライフスタイルという
社会の変化の一方で、人間関係につい
ての暗黙のルールは昔のままという捻れ
があると言えます。
家族は、個人が環境に適応して幸せに

生きるために、人類が考えだしたもので
す。だから、人々の住む文化により、ある
いは時代により、適応すべき環境が変わ
れば、そのための家族の形も変わること
になるのです。これまで見てきたように、
社会と家族のありかたの間に捻れがある
と、「結婚は幸せより大変さの方が多い」
ということになるのだと思います。
最近結婚した卒業生たちの話を聞いて

驚いたことがあります。それは、家賃はも
ちろん食費も光熱費も含め生活費全て
を割り勘にしている、結婚前と何も変わら
ない、その方が楽、という意見です。お父
さんのお小遣いはいくらか、という話題と
はもはや異次元です。結婚しても個人と
個人、そういう個人主義的な結婚観を持
つ人の方が結婚しやすいのかもしれま
せん。つまり、個人主義的になりつつあ
る文化で育った若者にとっては、結婚し
てもしなくても私は私なのでしょう。だか
ら、結婚で自分を変えたくない、今のまま
でいられるなら結婚してもいい、と考える
人が増えたのだと思います。
私たちの心の発達は、文化や経済とい

った、私たちが生活する社会状況と密接
に関係しています。社会が変われば、そ
れに伴い家族のあり方も、私たちの心も
変わります。でも、それらの変化にはタイ
ムラグがあるのです。社会生活を送る上
で「大変なこと」は、いつか、「大変では
ない」やり方に変えようとするでしょう。晩
婚化や未婚化は、そのような変化のプロ
セスなのではないかと思います。

また、男女とも「紹介や婚活で出会いを

増やす」という積極派は3割程度と少数

でした。特に女性は、年齢とともに「自然

な出会いを待つ」「何もせず成り行きに

任せる」「生涯独身の心づもりをする」 と

いう受け身の人がさらに増えることがわ

かりました。

昔は大切に育てられ世間知らずで交

際経験もない“箱入り娘”は、適齢期にな

れば周囲のお膳立てで、自然に結婚が

できました。しかし、現代の箱入り娘は箱

から出してくれる人がおらず、結婚する

には、自ら出ていかなければならなくな

ったのです。異性交際に消極的なまま30

代になり、「自然に結婚できると思ってい

たのに、こんなはずではなかった・・」とい

うことが起きています。

これは、結婚が恋愛結婚になり、周囲

の大人が干渉しなくなった一方で、恋愛

や性をリードするのは男性というジェンダ

ーが変化していない、という捻れがある

ためだと思います。つまり、恋愛や性に

ついては慎ましい女性が望ましい、とい

う考え方がまだある一方で、結婚するに

は恋愛が必要になり、積極的に異性に

近づく必要が生じたのです。

男性の場合はアイデンティティの問題

が絡んでいます。男性にとってアイデン

ティティの中心は仕事、経済的責任は主

に男性にあるという考え方の男性は今も

多いため、経済的にも心理的にも余裕が

できてから結婚しようとするのです。

◆「自由の制約」が、結婚だけでな
く家族形成も遠ざけている

ところで、どのような人が「自由の制
約」を強く感じるのでしょうか。今回の調
査では、自分と周囲との関係のとらえ方

１つは、年齢が上がるにつれ、「この給

料で家族を養えるのか」「趣味など自由

に使えるお金がなくなる」「自由気ままな

生活ができなくなる」といった責任や不安

が強くなるためです。例えば、最近では

新卒入社した会社を転職し、その後も転

職を繰り返す人は少なくありません。しか

し、結婚によって家族への責任ができる

と、転職にためらいが生まれます。

また、年齢が上がり、周囲に既婚者が

増えれば、結婚の現実を聞く機会が増え

るでしょう。離婚率が高い昨今では、身

近な人の離婚話も聞こえてくるかもしれ

ません。それは「幸せもあるだろうけど、

大変だな」「自由がなくなる」というイメー

ジを強めることになるでしょう。

一方で、晩婚化が進み、独身でも十分

に楽しく生活できるようになりました。最

近では「おひとり様」という言葉が生まれ

るほどです。このような社会の変化が、男

女を問わず、結婚はしてもいいし、しなく

てもいい、という生き方の変化につなが

っていると思います。してもしなくてもい

い結婚になると、自分のお金や、時間と

いう有限の個人的資源を自分のために

使える自由の制約以上に結婚が魅力的

でなければ結婚しなくていい、と思うよう

になるのも不思議ではありません。それ

が、結婚意欲が低下する背景だと考えら

れます。
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